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今回、フットケアをテーマに講演者として参加させていただきました。入院患

者様と、そのご家族様を対象として、お話をさせていただきまして、感じたこ

とをまとめてみました。「ご自分の足を見て欲しい」このことが一番のねがいで

した。お風呂に入り、足は最後に洗うところ、洋服を選び、靴下を選ぶのは最

後、おしゃれをして出かける際にも靴選びは最後、普段の生活習慣のなかで足

に感心を持つ優先順位の高い方はそうそういないのではないかと考えていまし

た。入院患者様においては、痛みや、主な疾患と直接的にかかわることではな

いと思い、何らかのトラブルをかかえながらも放置していらっしゃる方が多い

と推察されます。私たちの足の健康は毎日の生活習慣に影響されるところが大

きく、爪の切り方、足の皮膚や爪トラブル、足に合わない靴をはくこと、足先

の少しの傷等により、あしの形が悪くなること、歩行にも影響し、全身の健康

状態にも大きく影響することを考えるきっかけになれば良いな、という思いが

ありました。また、糖尿病を合併症している患者様にとっては、切断と言う選

択を迫られる事態になりかねないということをご家族の方にも知っていてほし

い情報でした。参加人数は、スタッフの皆様のお声かけのおかげで１階のロビ

ーがほぼ一杯になるくらいとなりました。入院患者様の参加が多かったので、

ケアの実際のデモンストレーションや、スライドを用いて視覚から内容をお伝

えしたほうがわかりやすかったかもしれない等と反省点が多く準備不足も否め

ない状況でした。その中でも、「私の爪の切り方は切り過ぎだったみたいです」

と小声で訴えていたこと、参加者の足の健康問題に対する考えを聞かせていた

だけたことは、「ご自分の足を見て欲しい」というねがいにつながる一歩となっ

たものと感じた場面でした。 

 


